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（32°）　 （榊 ） 黼 醸造中に お け る ア ・ ・ 酸及 び ・ ・ 癲 の 消長tCつ い て （第 2報）

入 操作瞰 硬 に蠏 が鈔 進み X −16F ・・ c・i・ na ・・ が 増加す る可 能性 と同時嘸 エ ネ 、レ ギ ー
瞰 鍾 合に 依つ

て 高分子 側 に 多少移行す る 可能性 も考 え られ る．
3） 之等の 輾 か ら清酒黠 鯲 ける蛋白分解作用は可成 り充分進 ん で い る事が 察畑 来る と共 に 糟 、分解

され難 い 低級 ペ プ チ ッ ドが 存在す る訳 で それ 等が如何 な る型 態で あ る か は 今後 の 研究 に ま た ねばならな い が低級
Ae プ チ ・ 沖 に は呈 味 鮪 す る もの もあ る験 と照合す る際 ， 之等黼 酒の 呈味に 影響 して 来 る こ と賭 え られ
る．

4） E田贓 中の 葡 子N一化合imeま勤 に み て Str藤 ， 池田 氏等
・）

に 依 り検討されて い る もの 胴 ＿滅 い は
密接な関連 を もつ もの と思われ るが一

方酵素自体を含むとも考 え られ る．之等 も今後の 研究に また ねばな らない ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　約
1） 清酒 の べ プチ ・ ド類を大 きさに準じ た群頒 を行 泪 的で b・w ・・

−5・分子ふ るい を用 い て 逐次少 い もの か
らふ る い 分 け た．
2） そ の 結果清酒中に は X −16・F ・… i・ n … の 如 きア ミ ・ 酸及 び ヂ ペ プ チ

。 ド の 如 き低級 の もの が 全 N の 約
7°％存在す る・一

方 ・ ミ ・ 酸mab ・seの 如 き高分子 の もの 械 醸 認 め らitt之販 し 中級ペ プ チ
。 ドは糟 、

少 い こ とが判明した．
3） 火入 酒 と生 酒 の Ae プ チ

・ 吩 布状態 にu ま根本的 な髄 は な い 姓 酒 の 方 が 中級
x
。
・
プ チ 。 ドが 粁 多くそれ

等は 火入操作 に 依 り低分子 側 と高分分子側 に 多少移行す る こ とが考え られる．
4） 低駆 プ チ ・ ド申に は 呈 味鮪 す る もの もある験 と照合し て清酒中で 之等 b・呈 mueeesし て い る事 雄

定した．尚之等 の 型 態等に 就 い て は今後 の 研 究 に また ねば な らな い ．

終 り鵬 み anre4te給 つ た 鎌 の 款 の 成 田 先生 並 び 噸 校閲 を給 つ 蹶 大寺本 教 攤 厚 く御 礼 申 し上 げ ます。
又 本 研 究 の 発 表 を 許 可 ：れ た 当棚 巴土社長，肥 土 嬲 鰥 謝 い た し ま す ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈 　　　　　 献
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　清酒醸造 中に お け る ア ミ ノ 酸類及び ア ミ ン 類の 消長 に つ い て

　　　　　　　（第 2
’
報） 清醒 経過中に 測 るア ・ ノ 酸類 の 消長 に つ い て

　　　　　　　　　　　　梅　　　津　　　雅　　　裕　　（鳥取 大 学学芸学部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　言
nene’Pte約驪 類の … 酸 の 存在が 確認 され て い るが ， そ れ らの … 酸が nv酒磁 中に お い て婀 な硝

長を示すか に つ い て は未だ 余 り調 べ られ て い な い ．
此方面 に 関す る研 究 で は 寺本氏 等

1）
・ 橋田氏挈 が 黼 麟 過 獸 お け る Gl 。・a 。 i。　a 。id

，
　 S。，i。。，．Th ，。。ni 。 e

の 消長 に   て 黠 し・ 臟 氏等
s）は 酒母 の 育麒 作 を異に し 鵬 合の ア ミ ・ 酸 の 消長 に つ い て 調べ て い る．

瀦 の は先 ec・L・eePt・速 臨 醐 糖イ匕翫 の 仕込 脳 中に お け る … 酸の 消長1・つ い て we した力硬 跨
回 は 醗 過中に お け る … 酸 硝 長 を鰍 囀 告 し た M ・ xim ・ m ・・1・・ d… i・y・m ・・h・d を用い て 追 究 したの

で そ の 結果に つ い て 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　 験 　の 　部

　1．供試醪 の 経 過 及 び一・
般成分 の 分析

供耀 と して韻 ア ・レ糶 と三牌 を用・・た・囀 … 羅 の 大い さは楙 ・召 酥 ・石 ・斗 跏 ・ ル 。
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Table　1．普通 ア ル 添 醪 の 成分 変 化

時 期

留 後 経過 日 数

ボ ーメ 度 夊 は 清 酒 メ ーター度

ア ル コ ール （Vo 玉％）

全 窒 素 （mg ！loo  ）

ア ミ ノ 態 窒 素 （〃 ）

有機塩 基 態 窒素 （〃 ）

総 　 酸 （9／100cc）

筋 泡

　 26

．5

54．5

置2．52

．30
．05

高 泡 1地

　 6

　 5．2

互02．OI8

．927

．9
　0．11

　 14

−2LO14

．0127
．833

，725

．4

　0 ．14

ア ル 上 槽後
添前　4　 日

　 21

＿6．518

，3127

．240

．231

．3

　0．14

27

．
ト4．020

．096

．537

．918

．10

．13

Table　Z 三 増 醪 の 成分 変 化

時 期 1喇 醜

留後経過 日数

ボ ーメ 度 叉 は 渭酒 メ ータ P 度

ア ル コ ール （Vo1％）

全 窒 素 （mg ！lOOcc）
ア ミ ノ 態 窒 素 （〃 ）

有機塩基態窒 素 （” ）

総 　 酸 （9！100CC）

2

52，118
．06

．70

．05

　

40

》
　・

　

4

119．233
．225

．00

．13

地

　 14

＿2015
，9

且28．042
．919

，1

　 0．16

ア ル

添 前

　 22

＿O．518
．6144

．146

．226

．0

　 0．16

上 槽後
2　 日

　 25

− 8．620

．062

．227

．2

　 5．6
　 0．13

一ル （30％）6 石，醪石 数21石 2 斗 2 升

7合で あつ て 此醪は 留後22日 目に 酒母，

ア ル コ ール 及 び 水の 添加 を行い 留後24

日 目 に 上 槽 し て い る．三 増醪の 大い さ

は総米 7石 4斗，汲水13石 5 斗 7升 ，

添加 ア ル コ ール （30％）14石 8 斗，醪石

数 33石 8 斗 3 升 4 合 で あつ て此醪は留

後23日 目に酒母，ア ル コ ール 及び水の

添 加 を行い 留後 24日目に 上槽して い る．

　次 に それ らの 醪の 経過 中に お け る一

般成分の 変 化 を示 す と Table　L 及 び

Tab 玉e　2．の 通 りで あ っ て，一
般 成分 の

分析方 法 は 次 の 通 りで あ る．

　 全窒素 ：KJELDAHL 法 に ょ り定量

　 ア ミ ノ 態 窒 素 ：VAN 　 SLYKE 法に

　 よ り定量

　 総酸 ： n ／10KOH 溶液で 滴定し ， 琥

　 珀酸 量 と して 表 した。

　 有機塩基態窒素5） ： 燐 タ ン グス テ

　 ン 酸沈澱法 に よ り定量

　 2 ．試料の 調製

　試料の 調製方法 は 前報に 於 い て報告し た 清酒 の予備処理
6）

に 準 じて 行つ た．即ち醪濾 液 50n11 を採 り， 之に 無

水 ア ル コ
ール を添 加 して 醪濾液中 の ア ル コ ール 灘度を 80％ とな し ， 醪濾液中の 蛋 白 とが 澱粉な どの 高分子化合物

及 び それ らの 高級分解物を沈澱せ しめ る．此 の沈澱物 を濾過後，
80％ ア ル コ ール で 洗 滌 し ， こ の 濾 洗 液 を減圧 濃

縮し て 少量とす る．此濃縮液は混濁して い るが，こ れ を分液濾斗 に 入 れ て 3 倍量 の ク ロ ・フ
ォ

ル ム を添加 し，充

分振 盪 して 1〜 2 日静置 し て 透 明 と なつ て い る上 層の 水層 部をとり， 之を 再 び 減 圧 濃 縮し， 此濃縮液 を 10％ イ ソ

プ ロ パ ノ ール 溶液 で IOml となし， 之を試料とし た，

　 3．測定万法

　前報に 報告 し た要領に 準 じて 測定 した．即 ち標準溶液及び試料を展開用濾紙 （東洋濾紙 No ．50）に 2，5μ1宛塗

布し・
一次元 Paper　chromatography を行 い ，　Chromatogram 上 に 展開発色 され た ア ミ ノ 酸 の Spotの Maxim −

u 皿 color 　densityを測定す る．此際 ， 試料の 塗布は醪の 各経過 時期に 応じだ試料の 2．5μ1宛を 各 Level の 標準

溶液 と交互 に 所 定 の 如 く塗 布 し て 行 く．但 し Hist三dine の 測定に於い て は試料を 2・5μ1宛 2 回 反覆塗布した．

　次 に グ ラ フ 用紙 の 縦 軸 に 試料中の ア ミ ノ 酸 の Spot の Maximum 。010r 　density を と り， 横軸 に 醪 の 経過 日数

をとつ て表 せ ば醪 の 経過中 に お け る ア ミ ノ 酸 の 消長状態 を表す こ とが 出来 る．更に 標準溶液 の ア ミ ノ 酸 の Spot

の Maximum 　color 　density を グ ラ フ 用 紙 の 縦軸 に とり， 横 軸 に ア ミ ノ 酸濃度を対数目盛 で 表 して 個 々 の ア ミ ノ

酸 の 標準 曲 線 を求 め れ ば ， こ れ に よ り試料中の ア ミ ノ 酸の 概量を知 る こ とが 出来る．

　
一次元 Paper　chromatography に よ る ア ミ ノ 酸の 分離要領は 前報に 準 じて 行 つ た ．即 ち Table　3 に示 す通 り

で あ る．

　4 ．測 定結果及 び 考察

　上 述 の 測定方法 に よつ て 普通 ア ル 添醪及 び三 増醪経過中 に お け る個 々 の ア ミ ノ 酸量 の 変化を 測 定 した結果を示

す と Fig ．1〜Figフ の 通 りで あ る ，

　醪中の Tryptephane 及 び Methionine の 含有量 は 噬少で あ つ た の で 試料を 2・5μ 1宛 2 圃 塗布 し て 展 開 した が，
その Chromatogram 上 の 呈 色濃度 も薄 く， 且 又それ 以上 に 多数 回試 料 を塗 布すれ ば呈 色 SpOt の tailing を生

ずる こ と 等 の た め iC　Max 三mum 　col 。r　Density の 測定が出来 な か つ t ，そ の た め TryPtoPhane 　la．RAGIN 法
T〕ts ）

で 測定 した が Mcthionine の 測定は出来 な か つ t：．　 Histidine は 試料を 2．5μ1宛 2 回塗布 して い るか ら Fig・　5よ
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（322 ） （鱒 ） 清醸 造巾 こおける ア ミ・ 酸及 び ア ミ ン 類の 消長に つ い て （第 2 鋤

り Histidineの 概量 を知るた め に は 図より求 め た 概量 を 施 に しなければならな い ．

　Fig．1− Fig．7 を見るに普通 ア ル 添醪に 於い て も，三 増醪 に於 い て も醪経過の 進むに 従 つ て 殆ん どすべ ての 個

々 の ア ミ ノ 酸 量 が 増 加 し，本実 験 で は ア ル 添前の 時期に最高の ア ミ ノ 酸量を示 し，上 槽後に 於い て 殆ん ど例外 な

く減少 を示 し て い る．殊 に 三 増醪 に 於 い て は著 し い減少を示して い る，上槽後に於い て 個 々 の ア ミ ノ 酸量 が減 少

を示 して い る の は 主 と して 上 槽前の ア ル コ ール 添 加，水 の 添 加に よ る 醪液の 稀釈 に よ る もの で あろ うと推察され

る．

Table　3．　 Summary 　of 　quant孟tative　paperchromatography 　procedure．

GroupAmno
　 acids

separated
Solvents Color　 reagcntsRunmng

　t1皿 e　l・engt
　　　　and 　　　　 of
temperature ・

　 run

1Aspartic

　acid

Glutamic　acid
Serine

Phenol： bu伍er （pH12 ．0
需 80 ： 20）

0．4％ Ninhydrine
plus　4％ acetic

acid

1誌「sl

GlycineThreonine

　　 Gystinc
　 　 Alanine
】［α 　 Tyrosine
　 　 Valine

　　 Phenylalanine

n・Butanol　： acetic 　 acid

： water ＝4 ： 1 ：5
〃

23cm，

dry　andrerun
　 3times
．

　　 Arginine
耳b　　Lysine

Ethano1　： methylcthylketone

； water ： dicyclohexyla【nine
＝10 ： 10 ：5 ： 2

〃
24hrs27

℃

ff・　1　His‘’d三皿 e

i ・ 1M・・h・・ n …

n 卩Butal ： acetic 　acid

water ＝＝4 ： 1 ：5
Diazotized
sulfanilamide 1 25c皿

｝ ケ

lvIp ・・li・ e

V・ 1・ ・yp・・P・・n ・

〃

！Pi・… i・… d・d・

　 　 LeUcine
Ie 　 Isoleucine

1… ％ ・・a ・・

Isopropanol ： NH40H ：

water 　＝　80 ： 5 ； 15．
P・Dimcthylamino −lbenzaldehyde

tert．・Butanol ： methyle 山 ylket−
one ： fbrmic　 acid ： water 　＝
160 ： 160 ： 星： 39

O．4e／e　Ninhydrine
．plus　4％　acetic
acid

fl

〃

48hrs27

℃

レ・

鵯 ，

　　　　　　　　　　 ，’
” 隔一  、丶．

　　　　　　　　　’

　　　　 脚 隻
ノ

’

・L − ，一’
ニー一．一蟹 舷 ’”）一

臨

ー

　　　　，
一燮 ＿ ！

卩！

＼
　 　 　 　 ’　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　 ち

　／
” 二，・一一聾 一 一’’’”一’曹

＼＼

t∫二
’〆

’
　　　　　　　　　　 ＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

αNH2 −N μg〆25μ1．← 一
　　　

一一
→ Days 　　　　　　　　　αNH2 −N μg125 μL← 一一　　一

→ Days

　　　　　　Fig．　la。　Futti　aruten −morom 三　　　　　　　　　　　　 Fig．1b．　Sanbai　z δj6・moromi

　　Fig．　L　On 　the 　quantitative　changes 　of 　aspartic 　 ac 三d　and 　glutamic　acid
，
　and 　tbeir　standard 　curves ．

識

．
，．竺 ・，，…一一一・一一”

““L’
丶

丶

一，超 ジ
．一 ・・〆 ぞ

戸 瞬 靴 こ ： ：＝

・醒一一1tL ．

鵠

f
／i
購
溜 叉

メ
ニ峯…≦遜

　
　

　

ン
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．’　　 「　 　　　　「　僧　　 　　　　 〜　ρ　　 　　　　 　　御　 　　u 　 　　　　貯
　 　 　 　 　 　 　 　 　

’
　　

‘【
　　　

噌
　　　

厚尸，
　　　　

”“
　　　

曜
　
岬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一『一噂　P那
α NH ・

−N μ9！2・5μ1・一 　 → D ・y・ 　 　 　 α NH 、
−N μ9125μ1，← ・ → D ・y・

　　　　　　　　　　　Fig．2aN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．2bN

　　　　　　　　　　　　　
幣 a ： Fut百 arten ・moromi 　 b ：Sanbai 呵 6−moromi

　　 Fig・2・On 　the　quantit飢 ive　changes 　of 　serine ，91ycine　and 　thrconine
，
　and 　their　standard 　curves ．
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                     Fig. 3a. Fig, 3b.

         Fig,3. 0n  the quantitative changes  of  cystine  and  tyrosinc, and  thcir  standard  curves.
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（324 ） （梅津） 清酒醸造申に お け る ア ミ ノ 酸類及 び ア ミ ン 類の 消長 に つ い て 　（第 2報）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．7b．
　　 Fig．7．（）n　the 　quantitative　change 　of　tryptophane ．

　 r 般的 に云 つ て 留添後 2 日後の ア ミ ノ 酸 量 に比 して 高泡 時期 に お け る ア ミ ノ 酸量の著しく増加して い る ア ミノ

酸の種類が多い こ とが認められ る．

　 Fig・5a・の 普通 ア ル 添醪に おける Arginine 量 ，　 Fig・7b・の三 増醪に お け る Tryptophane 量は 共 に 醪 の 地の 時

期 に於 い て 最高を示 し ・
ア ル 添前の 時期 で は若千の 減少 を示 して い る．又 ，

Fig．6b の 三増醪 に お け る Leucine

量 は高泡，地，ア ル 添前の 時期を通 じ て そ の 含量 に 変化 を示 して い ない が ， こ れ らに つ い て は更に 検討を要する

もの で あ る と考えて い る．

　次 に 醪経過中に 集積量 の 著 しい ア ミ ノ 酸 として 標準曲線 よ り Glutamic　 acid
，
　 Glycine

，
　 Tyresine

，
　 Alanine，

Arginine
，　Leucine ，　Isoleucine，　Proline が考え られ ， 夊 ， 集積量（p少い ア ミ ノ 酸 と して は Cystine，　Tryptophane，

MethiQ 血 e が考え られ る．

　先 に 著者 は酒母経 過 中 の ア ミ ノ 酸 の 消長に つ い て 研究
4） し，酒母に お い て は 酵母の 繁殖 ， 醸酵 の 旺盛な 湧付及

び湧付後 に 多数 の ア ミ ノ 酸 の 量 （酒母 の 種類 に よつ て 異 り4 種類乃 至 9 種類）の 減少す る こ と を認 め た が，然 る

に 醪 に おい て は酵母の 繁殖，醗酵 の 旺盛な時期 で あ る地及 び そ れ 以後の 時期 に お い て も殆 ん どすべ て の 種類 の ア

ミ ノ 酸の 量が増加 を示 して い る．こ の こ とは 醪 に お い て は酵母 に よつ て 消費され る個 々 の ア ミ ノ 酸量 よ りも醪申

の 窒素源 （主 と し て蒸米及び麹） に よ り生 産 され る 個 々 の ア ミ ノ 酸の 量 の 方が 多い こ とを示す もの で あ り， 酒母

に お い て は そ の 逆 の 場合で あ る こ とを示す もの で ある．こ の 現象 は注目すべ き事が らで あ り， 酒母 と醪 の 本質的

な相違 を示す もの で あ る と考 え られ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　　　　約

　普通 ア ル 添醪及び三増醪経過中に お ける ア ミ ノ 酸類の 消長 を Photodensity　methOd に よ り追究 し，次 の 結果

を得た．

　 1．醪中に 存在して い る殆 ん どすべ て の 種 類の ア ミ ノ 酸 の 量が醪 の 醗酵経過 の 進む に従 つ て 増加 し，ア ル 添前

の 時期 に お い て それ ぞ れ最高 の ア ミ ノ 酸量 とな り，上 槽後に お い ては何れ も減少 し て い る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

　 2 ．醪経過中 に お い て 集積量 の 著 しい ア ミ ノ 酸 として は Glutamic 　acid
，
　Glycine

，
　Tyrosine

，　Alanine，　Arginine，
Leucinc

，：lsoleucine，　Prolineが あ げ られ，集積量 の 少 い ア ミ ノ 酸 と して は Cystine
，
　Tryptophane 及 び Methionine

があげられ る．

　 3 ．酒母経過中に お い て は酵母の 繁殖 ， 醸酵 の 旺盛な湧付及び湧付後 の 時期に 多 くの 種類 の ア ミノ 酸 の量 的減

少が 認め られ るに 反 し，醪経遇 中に お い て は 酵 母 の 繁殖，醸酵の 盛 ん な地及び そ れ以後 の 時期に お い て も殆 ん ど

すべ て の 種類 の ア ミ ノ 酸が 量 的増加 を 示 して い る．此現象は 注目すべ きこ とが らで あ る と考 え られ る．

　終 りIC臨み 御指導並び に 御校閲 を 賜 つ た 恩 師，阪大 教 授 寺本 四 郎先 生 ， 実験 試 料 を 御提 供下 され た 東伯酒造有

会社並 び に 本実験 に 終始御協力 を賜つ た 本学の 田 中 洋美氏 に 対 し謹ん で 深甚な る 謝 意 を 表 し ま す．

　 （本報告 の 要旨 は第 8 回大阪醸造学 会 講演会に お い て 発 表 し た ）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈 　　　　　献

1）寺本 ， 吉野 ， 森 ， 渡 辺 ：大阪醸造学会第 8 回講演会 （昭3L10 ・13）： 口 本擾芸 化 学 会 大 会 （昭32．4 ．9 ．），

2）橋 田 ， 吉野，森 ， 渡辺 ：本誌 ，
34

，
178 （1956）．　　　 3）伊藤 ， 古谷野 ： 醸造論文集，第 11輯，11（1954）．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（小玉 ， 京野 ， 小玉 ）　産 膜 酵 母 菌に 関す る 研究　（第 12報） （325）

4） 梅津 ： 本誌 ，
32

，
267 （1954）：33

，
349 （1955），　　　 5） 山 田 ： 醸 造 学 研 究法 ，

1
，
143 （1949）．

B】」OCK ，
　R ．J，； AManual 　of 　Paper　chromatography 　and 　Paper　Electrophoresis，84 （1955）．

醸 造 分析法 ，
128 （1936）．　　　 8）RAGIN ：J・BioL　chem ・， 30，

543 （1928）．

　　　6）

7） 山田 ：

産膜酵母菌 に 関す る研究 （第 12報） Hansenala属 C6｝

　　　　小 玉 健 吉 ・京 野 忠 司 ・小玉 正 次郎 （小玉醸造株式会社醸 酵研究室）

本報 は分類 の 部 （B） Hansenuta属 に 関す る第 6 報で あ る．実験方法 そ の 他すべ て 前報
D

に 準 じ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 菌 株 の 分 類

£ Hansenula　anomata 　var ．（］ifcrrii　I．ODDER 　et 　KREGER −VAN 　RIJ

　Syn ．　Hansenula　 Ctferrti　LODDER

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　分 離試料 及び方 法

分離試料を次の 表 に示す．

菌 株 番引 分 　　離 　　試　　 料 隣 繙 号 分 　　離 　　試　　料

No ．287No

．288

生 甘 藷皮（和歌山県，日高 郡 ）

山廃 翫 （青 森 県，八 戸 酒類 第 3 工 場 ）

No ．289No

．290

山 廃 翫 （秋田 県，北 鹿 酒類第 2 工 場）

　 rt　 （秋 田 県，渡 辺 彦兵衛商店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿　 実 験 及 び 結 果

（A ） 細胞 の 形状，大 さ （麦芽汁 25〜26℃ ， 3〜4 日）

llilPt
− pt

：llT：：：：
・… 8・ iiと し て 楕 彫 稀 に 轍 長齟 1・・9−一・… 4・・一・・°

・・ 2881 毒錫垂藕雅楕彫

卵 円 形 ，

　　　長卵 円 形
稀 に 球 i… 一・… 5・1−一・… （… ）

2 − （・・7）2

・・ 劉 茜纏 管聽纛戮燹、

稀 1… 一・… 4・・一・・7・… 8・2− （3・2）2

・・ 29・ 隣 驪 麌臨 纏鏨鞭 1… 一・・・・ … 一・・嘘 3・2− （・・2・2

　即ち各菌株を通 じ，主 と して 楕円形 ・卵円 形次い で 球形 に して ， 典 型 的 な延長形を欠 く （附図参照）．

　（B ）　液体培養 ：麹汁及 び 麦芽汁上，各菌株 を通 じ産膜性弱 く，25〜26℃ ，3・− 4 日後微か に 器壁 に 上 昇 し，

極 めて 菲薄 な皮膜の 痕跡を認 め られ るの み ， 約 1週間後漸 く灰白色 の 極めて 菲薄平滑 な 皮膜 を形 成 す るが ，

　（No ，287
，
　 No ・290 の 2株 は 完全な 皮膜 を 形 成 しな い 場合 が 多い ．）日 を経 る も決 して 肥厚しない ．醗 酵に 依

　る気泡の 発生 を認 め ，
エ ス テ ル 様芳 香 を 放 ち，液 は始 め 溷独す るが後沈澱酵母を生ずるに 至 り梢々透明 とな

　 る N
（附図参照）．

　 （C ）　 劃 線 培養 ：

　麦芽汁寒天 （17℃ ，
1 ヵ 月）……

各菌 株 を 通 じ黄 白色 乃 至帯黄褐色，湿潤光沢の あ る平滑扁平 な 菌苔をつ く

る．周緑 は 概ね 単調 ， 僅か に 細 か い 鋸 歯状 に 出入 し， 麋 々毛 状 を呈す る．

　蚤 本 菌 株 群 の 産膜性の 微弱 な る事 は，分 類 上 注 目す べ き性質 で あ るが ， 本菌株群 同 様 麹 汁及 び 麦 芽 汁 上 皮膜

形 繭 め て 微 弱 乃 至 不 完全 な Han ・・nUta 　・・ferril　L・DDER （NRRL −Y　l322）・
Hansenut・　 stteP ・tli・al・・a　BEDFORD

（NRRL ・Y 正683）の 2 株 を 本 菌 株 群 と共 に ， 次 の 組 成 培 地 に 培養 し た 処，すべ て の 菌株を 通 じ25〜26℃ ・ 3−・4

日後既 に 明 らか に 管 壁 に 上 昇 し ， 麹汁乃 至 麦 芽 汁 に 比 し て 梢 々 発 育 良 好 で，菲 薄 乍 ら平滑乃至 微褶 襞 の あ る皮 膜

を 形 成す る 事 を認 め た．

　エ チ ル ・ア ル コ ＿ル …3 ％，（NH4 ）2SO4
…O．5％，カ ザ ミ ノ 酸…0・5％ ， ト リ プ トプ ア ン …0・005％ ，　KH2PO4 …

0．1％ ，
MgSO47aq …0．05％ ，

ビ タ ミ ン 混 液 …LODDER の 濃度．（以 下 assimilation 　media と 略称す る），
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